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自然公園法について自然公園法について
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平成23年７月11日（月）
中央環境審議会 自然環境部会

自然公園法の目的（第１条）自然公園法の目的（第１条）

優れた自然の風景地を保護するとともに、その利用の優れた自然の風景地を保護するとともに、その利用の

増進を図り増進を図り、もって国民の保健、休養及び教化に資する、もって国民の保健、休養及び教化に資する民 養民 養
とともに、とともに、生物の多様性の確保に寄与生物の多様性の確保に寄与する。する。

優れた（自然の）風景地
（多様な生態系を包含）

KeywordKeyword１：自然の風景地１：自然の風景地 KeywordKeyword２：保護と利用２：保護と利用

（多様な生態系を包含）

優れた自然
生物多様性

（生態系、希少種・・・）

保護
利用
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自然公園の定義（第２条）

自然公園法 （昭和３２年制定）

国立公園国立公園 都道府県立自然公園国定公園

■我が国の風景を代
表するに足りる傑出

■国立公園に準ずる
優れた自然の風景地

■優れた自然の風景地
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した自然の風景地
※海域の景観地を含む

■環境大臣が指定

■環境大臣が管理

■環境大臣が指定
※都道府県の申出が必要

■都道府県が管理

■都道府県が指定
※都道府県条例による指定

■都道府県が管理

国立・国定公園の指定・区域の変更（第５条・第６条）国立・国定公園の指定・区域の変更（第５条・第６条）

国立公園は、環境大臣が、関係都道府県及び中国立公園は、環境大臣が、関係都道府県及び中国立公園は、環境大臣が、関係都道府県及び中国立公園は、環境大臣が、関係都道府県及び中
央環境審議会の意見を聴き、区域を定めて指定。央環境審議会の意見を聴き、区域を定めて指定。

国定公園は、環境大臣が、関係都道府県の申出国定公園は、環境大臣が、関係都道府県の申出
により、中央環境審議会の意見を聴き、区域を定により、中央環境審議会の意見を聴き、区域を定
めて指定。めて指定。
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※区域の変更についても、同様の手続きで行う。
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公園計画の決定・変更（第７条・第８条）公園計画の決定・変更（第７条・第８条）

公園計画

○環境大臣が中央環境審議会の意見を聴いて決定又は変更する。

事業に関する計画

保護施設 利用施設

規制に関する計画

保護規制 利用規制

公園事業
生
態
系
維

利
用
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保護のための施設

自然再生施設
植生復元施設等

利用のための施設

園地、野営場等
宿舎、スキー場等

各種行為の規制

特別保護地区
特別地域等

マイカー
規制等

維
持
回
復
事
業

用
調
整
地
区

行為規制（ゾーニングの概念図）行為規制（ゾーニングの概念図）

自然の風景地

すぐれた自然の風景地の維持
公園区域（＝普通地域）

自然公園の概念図自然公園の概念図

→公園区域（＝普通地域）

風致の維持
→特別地域

景観の維持
→特別保護地区

海域景観の維持
→海域公園地区

（陸域）

（海域）届出制

許可制
自然の資質に応じて

第１種～第３種に区分し、
段階的に規制を実施

許可制
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許可制
学術研究・公益上必要な
場合に例外的に許可

動植物の採捕規制
区域、動力船の使用
規制区域を設定可能
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自然環境部会と自然公園小委員会自然環境部会と自然公園小委員会

中央環境審議会中央環境審議会

○次の事項については、自然環境部会の下に置かれる自然公園小委
員会において審議する。

イ 国立公園又は国定公園の区域の変更のうち、変更される区域の
総面積が1,000haを超えないものに関するもの
ロ 国立公園又は国定公園の公園計画の変更（イに該当しない公園
の区域の変更に伴う公園計画の変更を除く。）に関するもの
国立公園の公園事業の決定等に関するもの

77

ハ 国立公園の公園事業の決定等に関するもの

○自然公園小委員会の決議は、部会長の同意を得て、自然環境部会
の決議とすることができる。

＜参考＞公園事業の決定（第９条）等＜参考＞公園事業の決定（第９条）等

国立公園の保護又は利用のための施設の整備は、公園計画に基づき
国立公園事業の執行として積極的に推進。

国立公園事業は、原則として
国が執行（第１０条第１項）

公園計画（第７条・第８条）

事業決定（第９条）

公園事業施設の種類
（法施行令第１条）

〔利用施設〕
道路（車道、歩道）、
園地、宿舎、野営場、
駐車場 運輸施設
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地方公共団体
「同意」を得て執行（同条第２項）

民間事業者
「認可」を受けて執行（同条第３項）

駐車場、運輸施設、
ビジターセンター等

〔保護施設〕
植生復元施設、
砂防施設、
自然再生施設等


